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議 事 録 

会議名 丸森町復興推進委員会 

日時 令和４年 10月 31日(月) 13：30～15：15 

場所 丸森まちづくりセンター ２階 大集会室 

 

１.出席委員 別紙「出欠確認表」のとおり 

 

２.開会（司会：復興対策室 阿部補佐） 

 

３.議題（議事進行：委員長） 

 

（１）委員長の選任について 

 大槻康浩委員を選任 

（２）副委員長の選任について 

 柴山明寛委員を選任 

（３）「丸森町復旧・復興計画実施計画書」について 

  ● 説 明 …佐藤復興対策室長により資料に沿って説明した。 

● 各委員からの質疑（自己紹介及び復興への思いを含む。） 

    …次のとおり各委員から質疑等があった。 

時間の都合等から、町からの回答は、後日、各委員あてに送付することとなった。 

 

№ 委員名 委員からの質疑（一部要約） 町からの回答 回答課等 

１ 佐久間新平委員 ⑴私の住む五福谷地区の農地に
ついて、確かに農地の形は出来
たが現状復旧になっていない。 

 
⑵重機で整地するため土が固ま
っており、我々転作組合でも非
常に困っている。 

⑴ 基本的に原型復旧となりま
すが、地盤面の高さの調整な
ど地権者の了解があれば可
能です。 

⑵ 現地にある土を利用し、復旧
しているため、固まる場合も
あると理解しています。 

⑴災害復旧対策室 
 
 
 
⑵災害復旧対策室 

２ 宍戸克美委員 ⑴一番は安全性の確保であり、そ
のうえで丸森の魅力を発信す
るべきである。710年に１回の
気象であった。土砂・洪水氾濫
であって相当な量の土砂が来
たことを認識する必要がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
⑵筆甫・大内で 600ｍｍの雨、５
時間ほどで 300ｍｍに達した。
その水が例えば筆甫から丸森

⑴令和元年の台風 19号では斜面
崩壊を起こし易い“まさ土”の
地質と阿武隈川支流の内川、
五福谷川、新川等の河川増水
が相まって土砂・洪水氾濫が
発生しました。先ずは防災マ
ップ等で住んでいる地域の災
害の危険性を認識することが
重要であります。町では防災
教育や地区防災マップ、マイ
タイムライン作り等を通じ災
害に対する日頃からの心構え
等を周知して参ります。 

 
⑵降雨量が支流へ与える影響を
判断することは大変難しいこ
とです。過去の災害経験を踏

⑴総務課 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑵総務課 
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の町場に１時間で到達する等
のデータが大事である。阿武隈
川は、伊達市から３時間弱で丸
森町にくる等のデータがある。
支流のデータについても今後
の防災では考える必要がある。 

 

まえ対応することは大切なこ
とではありますが、同じ条件
下での災害はありませんので
最新の防災気象情報や避難情
報をもとに早めの避難行動等
を行うことが大切であると考
えます。 

３ 水沼智恵委員 ⑴このような膨大な資料の作成
に感謝する。災害を自分が体験
するとは思わなかった。土砂が
流れてきて自宅に近い所まで
来たが皆様のような被害が無
く、被災された方のお手伝いを
した。 

⑵子ども達も災害の怖さを体験
した。語り継ぐ事も大切で、未
来に向けた資料もある。これを
子ども達にも発信して欲しい。
加えて丸森の魅力、新たなまち
づくりも発信して欲しい。 

 

⑴(御意見等として承る。) 
 
 
 
 
 
 
⑵「次代につなぐ新たなまちづ
くりマップ」は、毎年更新して
いく予定であり、内容の充実、
分かり易さも含め検討いたし
ます。丸森の魅力の発信も効
果的な方法を検討いたしま
す。引き続き親の目線、子ども
の目線からの御意見を頂戴し
たいと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
⑵復興対策室 

４ 酒井章弘委員 ⑴私は、筆甫の上の方に住んでお
りそれほどの被害が無かった
が、県道丸森霊山線が不通にな
り大変困ったが、先般開通した
こと大変有難く感謝する。 

⑵これからの災害は、何があるか
分からない。自分は、消防団で
もある。できる限りのことをし
たい。 

⑴(御意見として承る。) 
 
 
 
 
⑵(御意見等として承る。) 
 
 

 

５ 滝野正浩委員 ⑴大内は、雉子尾川が流れており
常に越水を心配している。補強
工事をしていただいているが、
大雨の度に土砂が川底に溜ま
り浅くなるのではと心配して
いる。 

⑵私は、舟下りの船頭をしている
が、阿武隈川も土砂が溜まり、
同様に川底が浅くなった、浅瀬
が大きくなったと感じるため
土砂撤去が必要と感じている。
来客者に実情を知っていただ
く事もあり、皆様のお蔭様で少
しずつ復旧した話もしている。
住みよい丸森町になって欲し
いと思う。 

 

⑴県では、大規模特定河川事業
により、堤防の整備を進めてい
ますが、併せて河道掘削事業を
実施する予定としております。 
 
 
⑵阿武隈ライン舟下りについて
は、今年度からあぶくま駅コ
ースが再開され、また、新たな
取り組みとして、「ナイトリバ
ークルーズ」がスタートしま
した。今後とも観光船事業を
安全かつ安心して継続してい
くためには河川の浚渫工事は
必要であることは理解してお
り、町としても機会を捉えて
関係機関等へ要望して参りま
す。 

 

⑴建設課 
 
 
 
 
 
⑵商工観光課 

６ 早川真理委員 ⑴大内佐野地区で被災した。再任
となったので、委員として、ま
た被災者として、今後の丸森町
も見据え使命感をもってやら
せていただく。 

 
 

⑴(御意見等として承る。) 
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⑵家の近くの橋の復旧後の写真
が掲載されているが、全体とし
ては、まだまだこれからと感じ
た。今後もまた大雨で被災する
可能性もある。何が起こるか分
からないという意識を持ち続
けたい。 

 

⑵(御意見等として承る。) 
 

７ 天野理恵委員 ⑴復旧・復興の力強さを感じた。
資料を読むのがやっとだが、こ
れから意識を高くもって勉強
していきたい。 

⑵災害時に小斎まちづくりセン
ターで勤務しており一部行政
区に大変な被害があり避難者
と生活を共にした経験がある。 

⑶毎年 10月になると災害がなく
て良かったなと思っている。計
画上完成予定が記載されてい
るが、計画中に起こる様々な災
害も想定しながら復旧する実
情があると思った。 

⑴(御意見等として承る。) 
 
 
 
⑵(御意見等として承る。) 
 
 
 
⑶(御意見等として承る。) 
 

 

８ 石塚恵美委員 ⑴嫁いで 10年たって丸森町が大
好きな町になった。舘矢間地区
は、比較的被災が少なかった
が、町全域の被災を知り衝撃を
受けた。 

⑵生まれが丸森ではなく違う目
線で見ることができる。もっと
丸森町全体が皆で一体となり
復興活動が出来ればと思って
いる。 

⑶車両避難が出来る場所を公園
等に準備できないか検討して
いる。 

⑷舘矢間は、小学校と地域が防災
活動を積極的に実施しており、
もっと小学生から高校生まで
が、この計画に対し、関わる機
会があれば良いと思うし、小学
校が実施している伝承活動を
発信していただけると良い。 

 

⑴(御意見等として承る。) 
 
 
 
 
⑵(御意見等として承る。) 
 
 
 
 
⑶(御意見等として承る。) 
 
 
⑷３－⑵の回答内容に加え、作
成方法・発信方法等の部分で
も工夫して参ります。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑷復興対策室 

９ 佐藤多恵委員 （欠席）   
10 谷津利明委員 ⑴住民自治組織としては、コロナ

ウイルスの関係で防災訓練の
ような事業が実施し難い状況
があった。 

⑵耕野地区は、地震に強いが雨に
弱い地区と認識している。国道
349 号の別線ルート整備が目
に見えて来ている。復旧・復興
の関係者は、重圧の中で業務を
実施していると思う。感謝申し
上げる。 

⑶川の近くの農地復旧について
は、業者による整地後も土中に
石が多いと感じている。 

⑴(御意見等として承る。) 
 
 
⑵(御意見等として承る。) 
 
 
 
 
 
 
⑶石等が混ざらないよう指示し
ておりますが、現実には小さな
石が混じってしまう場合がござ
います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑶災害復旧対策室 



4 

 

11 佐藤克朗委員 ⑴復興フライトとして約 200 名
に気球に搭乗いただいた。上空
から新川等が見えた。室長の説
明を聞いても、ハード面では大
分進んだと感じた。関係者の努
力に敬意を表したい。 

⑵ソフト面では、被災者支援の分
野で、再建率７割という数値で
ある。我々社協になるが丸森町
地域支え合いセンターを中心
に引き続き支援を続ける。 

⑶説明中、避難生活の中で精神的
不安定者の割合が増加傾向と
いう話があった。実感としては
多くの方が生活再建に向け前
向きに頑張っていると考えて
いる。 

 
 
⑷こども園の入所率が 100％と
の話があったが、入所者数は、
災害以降減っており、昨年と今
年の 10月現在のこども園の入
所者が比較して 30名ほど減少
している。次代につなぐために
は次代の受け手が必要である。 

 
⑸復旧・復興計画は、概ね順調と
捉えている。実施計画書の様式
変更は、情報量も増え分かり易
くなったと思う。今後も進捗の
把握に努めて欲しい。 

 

⑴(御意見等として承る。) 
 
 
 
 
 
⑵(御意見等として承る。) 
 
 
 
 
⑶多くの方が前向きに努力され
ているものと承知しています
が、避難生活が長期化するに
伴い、精神的に不安定になる
場合などもあるようです。引
き続き相談等の体制を整え、
生活再建に向けて支援して参
ります。 

⑷少子化対策は、町全体で取り
組んでいかなければならない
課題であり、子育て世代が安
心して生み育てられるよう引
き続き子育て支援に取り組
み、次代を担う子どもたちの
健やかな成長を支援して参り
ます。 

⑸計画終了年に事業が完遂する
よう引き続き努力して参りま
す。計画書は、更に見やすい様
式となるよう今後も検討を続
けて参ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑶保健福祉課 
 
 
 
 
 
 
 
⑷子育て定住推進課 
 
 
 
 
 
 
 
⑸復興対策室 

12 白木寛一委員 ⑴町内の中小事業者の復興は、道
半ばと感じている。一日も早く
災害前の事業状況に戻るよう
お願いする。 

 
 
 
 
 
⑵現在、金山地区に予定されてい
る工業団地の早期完成、工場誘
致が果たせるようお願いする。 

 
 
 
 
 
⑶河川防災ステーション等の完
成後には、観光面での活用、観
光振興に繋がるようお願いす
る。 

⑴町内の中小事業者において
は、台風による被災に加え、新
型コロナウイルス感染症の拡
大の影響が大きく、これまで
様々な支援策を講じてきたと
ころです。今後とも地域経済
の活性化に向け、必要な支援
策を検討して参ります。 

 
⑵新たな工場団地については、
本年６月から造成工事に着手
しており、令和５年度末に完
成予定です。完成後、速やかに
工場が立地されるよう、積極
的かつ効果的な誘致活動を行
なって参ります。 

 
⑶本年７月に河川防災ステーシ
ョン利活用検討部会が設置さ
れ、災害時の水防拠点施設と
しての利用のみならず、賑わ
いの創出や周辺環境の整備な
ども含めた平常時の利活用方
についても検討しておりま
す。 

⑴商工観光課 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑵商工観光課 
 
 
 
 
 
 
 
⑶商工観光課 
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13 阿部喜知委員 ⑴復旧・復興については、ＪＡと
しても担当を設置し、専門官を
はじめ町担当者を介しながら
取り組んでおり感謝申し上げ
る。 

⑵今後、復旧の遅れによる未耕作
地等が課題と思っており農家
の生産意欲の減退につながる
恐れがある。魅力ある農業の再
建に向けて皆さんの御指導・御
協力をお願いしたい。 

⑶魅力ある農業の再興の中で農
地、農業施設の復旧について計
画年度内の完了を目指すもの
だが、未着工の部分もあるよう
なので、農地（田畑、草地）に
ついて未着工部分の進捗状況
を教えて欲しい。 

 

⑴(御意見等として承る。) 
 
 
 
 
⑵(御意見等として承る。) 
 
 
 
 
 
⑶未だに未着工の部分もありま
す。令和４年９月末時点の完了
率は、２割弱となっております
が、全体の完了は令和５年度末
を目標に工事を進めてまいりま
す。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑶災害復旧対策室 

14 作間淳一委員 （欠席）   
15 佐野昭一委員 ⑴消防団でお世話になっている。

思うように実施できない訓練
も災害に備え実施した。 

⑵家の裏の護岸が洗堀され被災
した。坂道でもあり路面排水が
不充分で敷地内に水が入って
くる。今後の大雨も視野に入れ
た復旧が出来なかったか、不満
を感じている。 

⑶常に現場の視点で修復して欲
しい。後で確認するという事に
ついて進まない事がある。前に
職員に見ていただいて直して
もらった部分には感謝するが
駄目な場合は又直すという話
があったと思う。 

 

⑴(御意見等として承る。) 
 
 
⑵河川災害復旧工事には制約が
あります。現場は土手を高くす
ることで対応しております。 
県道の路面排水については、大
河原土木事務所へ伝えます。 
 
⑶小規模な修繕要望について
も、今後も現場の視点で修復す
るよう対応していきます。 
 
 

 
 
 
⑵⑶ 
建設課 
災害復旧対策室 

16 伊藤淳委員 ⑴観光的な視点では、人の流れが
見え始め、海外からの観光客も
見え始めた。 

⑵防災教育（伝承）の面では、大
変だった事は資料で伝わるが、
こうしたら良かったという部
分も経験をお持ちの方がシェ
アしていただくと貢献できる
と思った。 

 
 
 
 
 
 
 
 

⑴(御意見等として承る。) 
 
 
⑵町は、令和元年東日本台風の
教訓を次世代に伝えため災害
記録誌を作成しております。
また、住民や支援者による災
害の展示会（山つなみ、雨間の
語らい）等の記録や記憶を風
化させない取り組みについて
も応援して参ります。住民や
支援者の中には貴重な経験と
御知見をお持ちの方々がおら
れますので災害の語部として
今後も御協力・御支援をいた
だけるようお願いして参りま
す。 

 

 
 
 
⑵総務課 
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17 佐藤俊明委員 ⑴丸森駅近くのガソリンスタン
ド近く住んでおり、災害当日の
夜に避難したが、避難者が少な
くて驚いた。浸水の恐れがある
ため舘矢間まちづくりセンタ
ーから舘矢間小学校に移った
が、その時、車の水没を覚悟し
た。消防団にも属しており避難
者を誘導等した。 

⑵河川防災ステーションは、川に
近い事で増水時に大丈夫かと
いう心配と、駐車場に関し町民
の避難が増えた場合足りるの
かという心配がある。 

 

⑴(御意見等として承る。) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑵河川防災ステーションは、緊
急輸送道路である国道 113 号
と同程度の高さに造成（盛土）
しますので阿武隈川の最大浸
水においても有効な施設です
（細部は丸森町防災マップで
ご確認ください。）。なお、同施
設は指定緊急避難場所として
一時的に人や車が避難するこ
とを想定しておりますが、町
にはその他にも指定緊急避難
場所や指定避難所があります
ので最寄りの避難場所等を確
認してください。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑵総務課 

18 上村文子委員 ⑴説明を伺うとハード面が多か
ったという感想である。まずは
自分の命を守る事が一番重要
である。マイタイムラインに関
する周知をしても自分事と捉
えていない方もいると思うの
で避難場所も含め浸透するよ
うな方策をお願いする。 

 
 
 
 
 
⑵プレハブ仮設住宅での集会所
のイベントとして月に２、３回
訪問している。チラシで周知す
るが、来てくださる方は、30名
中５、６名の参加であり、なる
べく１人で籠らない方策を考
えるようにお願いする。 

 

⑴災害にはハード・ソフトの両
面から対策を行うことが大切
です。地域における災害リス
クを確認し事前に避難ルート
や避難場所を定めておくこと
が大切であり各行政区では地
区防災マップの作成し現在約
54％作成しました。今後はど
の状況でどう行動するかを計
画したマイタイムライン（災
害時行動計画）についての作
成も進めて参ります。 

 
⑵今後は、新たな再建先でのコ
ミュニティへの参加が大変重
要であるので、仮設内イベン
トのみならず住民自治組織等
の事業への参加も呼びかけな
がら個々にあった支援を継続
して参ります。 

⑴総務課 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑵復興対策室 

19 柴山明寛委員 
（副委員長） 

⑴皆様の思い有難い。まず、令和
３年度は、コロナウイルスの問
題で進んでいない事業がある
という事だが、もうコロナウイ
ルスを理由にできない時期で
あるので令和４年度以降は、そ
のような中であっても工夫し
て進捗させるようお願いする。 

⑵為替の問題で燃料・材料の高騰
がある。執行できていない予算
もあると思うが更に予算が増
加するのか精査をしっかりし

⑴⑵ハード事業、ソフト事業に
かかわらず、計画の中で進捗
率の低い項目については、全
庁的に課題と捉え、その解決
に向けて考えて参ります。そ
れぞれ計画期間内での事業の
完遂に向け、全力で取り組ん
で参ります。 

 
 
 
 

⑴⑵復興対策
室 
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ていく必要がある。 
⑶被災者支援に関し、被災者の定
義をしっかり捉えて欲しい。被
災者台帳に掲載されている方
のみでなく丸森町全域が被災
したものであり誰一人取り残
さないようしっかりやってい
って欲しい。 

 

 
⑶当然、町内全域が被災してお
り全員が被災者と捉えた事業
を実施しています。このこと
を常に意識して取り組んで参
ります。 

 
⑶復興対策室 

20 大槻康浩委員 
（委員長） 
 

⑴私も同様の意見で、コロナウイ
ルスの関係で多くの事業が進
んでいないが、そのような中で
あっても工夫して実施するべ
きと考える。 

⑵資料について、大変素晴らしい
資料ではあるが、これを子ども
達が分かるように伝えること
も必要である。例えば映像を利
用する等の工夫も検討して欲
しい。 

 

⑴19-⑴⑵のとおり 
 
 
 
⑵資料の分かり易さも含め、子
ども達への伝承に関する御意
見が別の委員からも複数（３-
⑵、８-⑷、11－⑷）ありまし
た。次代につなぐという意味
でも重要なキーワードをいた
だいたと感じており、充分に
精査して行きたいと思いま
す。 

⑴⑵復興対策
室 

 


